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もし､モノの値段が大きく
上がったとしたら…？



日本銀行に戻ってきたお札は､ニセ札がない
かチェックされ､傷んで使えないお札と使え
るお札に分けられます｡使えなくなったお札
は、細かく切りきざまれ､一部はトイレット
ペーパーなどにリサイクルされます。 

●従来からの肖像のすかしに
加え、背景に高精細なすき
入れが入っています。

●肖像が三次元に見えて回転する（銀行券へ
の搭載は世界で初めて）ほか、肖像以外の
図柄も見る角度によって変化します。

　ニセ札が出回るとお札を安心して使えなくなり、お札はみんなに信頼さ
れなくなってしまいます。そうならないように、日本銀行は、日本銀行に
戻ってきたお札を1枚1枚しっかりチェックしています。 
　お札には、偽造されないように、工夫がこらされています。ここでは
2024年７月から発行されている一万円札に取り入れられている偽造防止
技術のいくつかを紹介します。 

●お札には、このほかにもいろいろな偽造防止技術が盛り込まれています。詳しくは、
　日本銀行のホームページを見て下さい。 



インフレとは逆に、モノの値段（物価）が下がり
続けると、モノが安く買えるので良いようにも 
思えます。でも、モノを作ったり売ったりしてい
る人はどうなるでしょうか。もうからなくなっ
て、給料も減って、お店がつぶれるかもしれま
せん。
こうした状況をデフレーション（デフレ）といい 
ます。

大きく上がったり、

物価が上がることをインフレーション （インフレ）とい
います。
しかし、景気がよくなり過ぎて、モノの売り買いやお金
の動きが激しくなると、モノの値段（物価）が大きく上が
ります。物価が大きく上がると、お店などの売り上げが
伸びて、良いことのようにも思えます。でも、これまでと
同じ値段で買えるものが減って、持っているお金の価値
が減ってしまうことになります。 

高インフレの時は、

高インフレの例

高インフレの場合



高インフレの時







　「日本銀行について」の中の「日本銀行の紹介」ボタンか
らたどると、ビデオなどをご覧いただけます。

日本銀行のことや、金融・お金に関するさまざまな
情報をホームページでご覧いただけます。

　重要文化財に指定されている本館（地下金庫、旧営業場、展示室）を、ガイ
ドの解説付きでご案内します（WEBによる事前予約制〈無料〉）。ご希望の方
は、日本銀行ホームページの「本店見学」ページをご覧ください。

【見学日】　月～金曜日（除く休日、年末年始〈12/29 ～1/4〉）
◆「本店見学」ページ
　https://www.boj.or.jp/about/services/kengaku.htm

【開館時間】　4月～ 11月は9:30 ～ 17:00、12月～ 3月は10:00 ～ 17:00
（入館は通年16:30まで〈入館無料〉）

【休 館 日】　水曜日（ただし、祝休日は開館）、年末年始（12/29 ～ 1/5）

◆連絡先 = 金融資料館　　☎ 0134-21-1111
詳しくは金融資料館ホームページ（https://www3.boj.or.jp/otaru-m/）をご覧ください。

【開館時間】　9:30～16:30 （入館は16:00まで〈入館無料〉）
【休 館 日】　月曜日 （ただし、祝休日は開館）、年末年始（12/29 ～1/4）

◆連絡先 = 金融研究所　　☎ 03-3277-3037
詳しくは貨幣博物館ホームページ（https://www.imes.boj.or.jp/cm/）をご覧ください。

24-8100
ホームページ　https://www.boj.or.jp/

本店見学

金融資料館（小樽）

貨幣博物館
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